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う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

金　井 千種 大　平　　　弦 透 10.  3 
　〃 千種 金　子　隼　磨 賢士 10.  3 
　〃 泉 三　浦　真　裕 栄治 10.  5 
　〃 千種 若　狹　知　之 好男 10.  8 
　〃 泉 本　間　和　輝 裕史 10.11 
　〃 中興 岩　本　真悟郎 健次郎 10.13 
新　穂 新穂皆川 雜　賀　健太郎 裕 9.15 
　〃 新穂北方 大　　　周　佑 隆行 9.15 
　〃 新穂瓜生屋 有　井　こずえ 勝利 9.21 
　〃 新穂正明寺 仲　川　　　龍 篤 9.23 
畑　野 畑野 𡈽　屋　梨　華 直久 10.  6 
真　野 真野 池　田　汐　那 高明 9.20 
　〃 長石 佐　野　悠　樹 隆祥 9.20 
　〃 四日町 大久保　伊　織 広明 9.23 
　〃 長石 村　川　　　龍 伸 9.28 
　〃 背合 松　本　愛　花 健一 10.  1 
　〃 長石 柴　原　　　煌 祥二 10.  9 
小　木 小木町 末　武　咲　希 征司 10.  9 
　〃 小木 井　藤　あかり 博明 8.29      
羽　茂 羽茂大橋 天　澤　彩有里 洋介 9.23 
赤　泊 下川茂 城　家　　　滉 奉則 9.24 
　〃 三川 齊　藤　　　澪 章宏 10.  2

両　津 吾潟 渡　邉　　　博 78 9.26
　〃 下久知 後　藤　善二郎 75 9.28
　〃 春日 世　田　ア　イ 80 9.29
　〃 春日 丹　羽　キクノ 80 9.30
　〃 梅津 髙　橋　照　男 86 9.30
　〃 両津湊 嶋　田　静　也 81 10.1
　〃 真木 佐　藤　登よ子 92 10.3
　〃 河崎 菊　池　ムツ子 68 10.3
　〃 両津夷 石　塚　ルリ子 78 10.6
　〃 原黒 青　山　智惠子 81 10.8
　〃 加茂歌代 清　田　留　吉 72 10.13
　〃 鷲崎 山　本　吉　継 70 10.14
　〃 羽吉 髙　橋　貞　子 80 10.15
　〃 両津湊 川　上　ツ　ル 88 10.19
　〃 両津湊 北　　　リ　ツ 93 10.21
　〃 浜田 大　平　　　隆 84 10.21
　〃 梅津 祝　　　ヨ　シ 87 10.21
　〃 椎泊 緒　方　孝　一 79 10.21
相　川 北川内 佐々木　ミ　キ 86 9.24
　〃 稲鯨 岩　﨑　仁　作 80 9.25
　〃 北狄 北　見　フ　ミ 97 10.1
　〃 戸中 石　塚　久　枝 80 10.1
　〃 相川水金町 小　杉　雄　二 81 10.2
　〃 北片辺 齊　𠮷　　　作 85 10.2
　〃 姫津 坂　下　ス　マ 87 10.8
　〃 稲鯨 石　塚　堅　固 73 10.18
　〃 相川材木町 山　本　悌次郎 83 10.20
佐和田 河原田諏訪町 山　口　善　二 87 9.25
　〃 沢根五十里 菊　池　一　男 70 9.30
　〃 沢根町 石　室　　　功 79 10.3
　〃 真光寺 太　田　ツ　ル 96 10.4
金　井 中興 藤　永　ヒ　ナ 92 10.1

金　井 千種 髙　野　フ　ミ 84 10.8
　〃 吉井 太養寺　英　昭 61 10.9
　〃 千種 渡　邉　由　信 60 10.17
　〃 大和 佐々木　幸　夫 78 10.20
新　穂 新穂大野 黒　田　茂　司 75 10.1
　〃 新穂 山　本　一　子 84 10.6
　〃 新穂田野沢 加　藤　光　大 66 10.7
　〃 新穂田野沢 本　間　ユ　キ 67 10.7
　〃 新穂大野 齋　藤　輝　雄 51 10.18
　〃 新穂長畝 　　池　正　一 89 10.22
畑　野 畑野 石　野　ア　キ 95 9.24
　〃 三宮 池　亀　正　夫 88 9.25
　〃 大久保 田　中　信　行 71 10.10
　〃 宮川 山　郷　玲　子 71 10.12
　〃 松ヶ崎 木　下　信　三 80 10.13
　〃 栗野江 東　　　弘　乃 87 10.18
　〃 松ヶ崎 宮　本　良　子 86 10.18
　〃 宮川 中　川　忠　一 87 10.21
　〃 目黒町 近　藤　鐵太郎 79 10.22
真　野 真野新町 遠　藤　カ　ヤ 102 9.30
　〃 真野新町 宇　治　ハ　ナ 87 10.6
　〃 名古屋 成　田　ツ　マ 103 10.14
　〃 豊田 足　立　一　平 86 10.19
小　木 小木町 瀧　本　チ　ヱ 78 9.24
　〃 小木町 中　川　フ　ミ 84 9.26
　〃 小木　 鈴　木　フ　ミ 90 9.28
　〃 宿根木 髙　津　ツ　ル 99 10.7
羽　茂 羽茂本郷 葛　西　博　之 55 10.2
　〃 羽茂大石 志　田　忠七郎 91 10.4
　〃 羽茂本郷 佐久間　マツヨ 79 10.17
　〃 羽茂本郷 杉　澤　ア　キ 95 10.19
赤　泊 赤泊 三　浦　リ　ヱ 77 10.20
　〃 三川 石　塚　キ　ヨ 89 10.21

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

※掲載について都合の悪い場合は市民課戸籍係へお申し出ください。なお敬称は省略します。

両　津 両津夷 佐　藤　志　之 隆幸 9.19 
　〃 加茂歌代 佐　藤　晃　季 喜晃 9.27 
　〃 住吉 平　岩　ひなた 賢一 9.28 
　〃 加茂歌代 本　間　優　那 惠太 10.  3 
　〃 梅津 伊　藤　　　然 誠 10.  9 
相　川 高瀬 宇　田　剛　己 晃 9.28 
　〃 相川羽田町 菊　地　啓　斗 則彦 10.  4 
佐和田 東大通 井　口　慎　平 哲朗 9.28 
　〃 市野沢 宇　治　アンナ 憲太郎 9.29 
　〃 河原田諏訪町 長　嶋　絢　子 利信 9.30 
　〃 真光寺 金　光　咲　彩 俊之 10.  1 
　〃 市野沢 松　井　悠　真 俊二 10.  2 
　〃 石田 阿　部　煌　真 正彦 10.  7 
金　井 貝塚 本　間　琴　葉 創 9.14 
　〃 千種 座　主　　　雅 富美也 9.16 
　〃 千種 菊　地　成　瑠 信雄 9.16 
　〃 千種 金　子　優　生 優一 9.19 
　〃 千種 金　子　直　生 優一 9.19 
　〃 千種 谷　口　唯　斗 豊 9.24
　〃 大和 中　静　悠　介  仁 9.27 
　〃 千種 　　地　未　優 隆 10.  2 
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10
月
15
日
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
よ
り
か
な
り
遅
い
時
期
に
梅
津
で
、

メ
デ
ィ
ア
の
カ
メ
ラ
が
並
ぶ
中
、
刈
り
取
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
翌
日
に
は
真
野
で
コ
ン
バ
イ
ン
が
う
な
り
を
あ
げ
ま
し

た
。じ

つ
は
今
年
５
月
24
日
に
、
市
長
も
一
緒
に
な
っ
て
動
噴
で
直

接
種
ま
き
を
し
た
「
夢
あ
お
ば
」
が
刈
入
れ
の
日
を
迎
え
た
の
で

し
た
。

佐
渡
市
で
は
「
美
し
く
、
環
境
に
や
さ
し
い
島
づ
く
り
」
の
実

現
に
向
け
て
、
各
種
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
生
産
調
整
田
を
利
用
し
て
多
収
穫
米
を
植

え
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
生
産
し
て
、
車
の
燃
料
を
生
産
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。

今
回
の
実
験
は
筑
波
大
学
の
北
村
准
教
授
（
夫
人
が
小
木
の
出

身
の
縁
で
）
か
ら
、
昨
年
申
し
入
れ
が
あ
り
、
連
名
で
申
請
し
て

認
可
を
受
け
、
協
力
し
て
作
付
け
を
し
た
も
の
で
す
。
今
回
こ
の

実
験
に
使
う
発
酵
釜
を
使
っ
て
、
魚
の
廃
棄
物
を
飼
料
に
し
た

り
、
海
草
か
ら
薬
品
を
抽
出
し
た
り
、
多
目
的
に
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
採
算
点
に
近
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
費
用
は
全
額

環
境
省
か
ら
出
ま
す
。

最
近
の
原
油
の
価
格
が
天
井
知
ら
ず
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。
食

料
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
を
生
産
し
て
、
燃
料
に
使
う
動
き
が
世
界
で

始
ま
り
、
穀
物
価
格
の
上
昇
を
招
い
て
い
ま
す
が
、
佐
渡
で
も
９

０
０
ｈ
ａ
も
あ
る
休
耕
田
を
心
置
き
な
く
耕
せ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
農
家
の
救
世
主
と
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

（
ア
ル
コ
ー
ル
と
エ
タ
ノ
ー
ル
は
同
義
語
と
し
て
使
っ
て
い
ま
す
）

（しの）
（こうき）
（ひなた）
（ゆな）
（ぜん）
（たけみ）
（けいと）
（しんぺい）
（あんな）
（あやこ）
（さあや）
（ゆうしん）
（こうま）
（ことは）
（みやび）
（なる）
（ゆい）
（なお）
（ゆいと）
（ゆうすけ）
（みゆ）

（ゆづる）
（しゅんま）
（まひろ）
（ともゆき）
（かずき）
（しんごろう）
（けんたろう）
（しゅうすけ）
（こずえ）
（りゅう）
（れいか）
（せな）
（ゆうき）
（いおり）
（りゅう）
（ほのか）
（こう）
（さき）
（あかり）
（さゆり）
（こう）
（みお）



市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

■発行・編集　佐渡市役所　総務部秘書課広報広聴係　佐渡市千種232番地　　　　　  ■発行日　平成19年11月15日
　TEL0259（63）3111・FAX0259（63）3300　　ホームページアドレス http://www.city.sado.niigata.jp

この広報は古紙パルプ配合率100％再生紙を使用しています。

市の面積855.25㎢（平成18年10月1日）　市の海岸線280.6㎞（平成18年3月31日）

佐渡市選挙管理委員会からのお知らせ

マイバッグ環境大臣賞受賞

佐渡市メール配信サービスを始めます

来春執行予定の佐渡市長選挙・佐渡市議会議員一般選挙の
日程が決まりましたので、お知らせします。

告示日 （予定） 平成２０年４月 ６日㈰
選挙期日 （予定） 平成２０年４月 １３日㈰ ◆佐渡市選挙管理委員会☎63-5119

　環境省でマイバッグ持参運動を推進するため、本年度に「わたしがつくったマイ
バッグ環境大臣賞」が創設され、相川技能伝承展示館で作成された裂織によるマ
イバッグを応募したところ、事業者部門でみごと最優秀賞を受賞しました。全国で
318団体、462作品の応募の中からの受賞です。
　裂織は、いらなくなった衣服等を裂いて糸状にして織り上げます。これもリサイク
ルということで、選考に有利だったのではないでしょうか。
　授与式は、10月18日福岡県北九州市小倉で行われました。
　この受賞で良い宣伝効果になったのではないでしょうか。

　市民の皆さんに、携帯電話のメール機能を利用した情報伝達サービスを開始します。
　さきの中越沖地震でも、有線電話や携帯電話の会話は制限されたものの、メール等のパケッ
ト通信は、ほぼ普段通り利用できたことは、新聞等でも周知のとおりです。
　そこで、市では自主的に登録いただいた市民の皆さんに、いろいろな情報を提供するメール配
信を開始します。
　私たちの生命・財産を脅かす自然災害などの情報をいち早く知ることで被害を最小限にとどめ、災害から身を
守ったり、事件を未然に防いでもらうために利用していただくサービスです。
　このサービスの詳しい内容や登録方法は、市のホームページ、ケーブルテレビCNSチャンネル等をご覧ください。
メールは12月からの配信開始を予定しています。

◆お問い合わせ　市役所　情報政策課　☎63-5139

佐渡市メール配信サービスに登録されると、
次のようなメールが配信されます。（イメージ）登録の方法

sado@psmail.jpのアドレスへ空メール（タイ
トルや本文に何も書かないメール）を送信い
ただくと仮受付のメールが届きますので、案
内に従って登録を完了してください。

※QRコードを利用可能な方
は、右のコードを利用される
とアドレス入力の手間が省
けます。

件名：防災情報
本文：佐渡市防災管財
課です。＊＊月＊＊日＊
＊時＊＊分佐渡全域で
震度＊の地震が発生し
ました。＊＊地区公民
館に避難所が設置され
ました。

件名：火災発生情報
本文：佐渡市消防本部
です。＊＊地区において
＊＊月＊＊日＊＊時＊＊
分に建物火災が発生し
ました。

件名：防犯情報
本文：佐渡市防災管財
課です。＊＊地区おいて
＊＊月＊＊日＊＊時頃か
ら行方不明が発生して
います。見かけた方は
佐渡西・東警察まで通
報してください。

メール受信に伴う通信料については利用者の負担となります

せ
ん
き
�
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